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京都市立醍醐小学校  校長 松下 智祥   

アンケート【保護者】 アンケート【児童】 

アンケート【地域】 

アンケート【教職員】 

 

本校では、学校教育目標の実現を目指し、学校評価としてアンケートを行っています。アンケートにご協力いただき、あり
がとうございました。さて、３月に実施いたしましたアンケートにつきまして結果をまとめましたので、みなさまにお伝えい
たします。本結果をもとにこれまでの教育活動等を振り返り、本校の子どもたちはもちろんのこと、本校に関わりのある方々
も含めまして共に、みんなで成長できる醍醐小学校をめざしていきます。今年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

グラフの見方 

質問項目 
そう思う だいたいそう思う 

あまり 

そう思わない 

本年度の児童アンケート結果から、全体的な傾向として、他者への思いやりや将来への意欲といった「心の育ち」に関する項目で、高い肯定率を示しています。「『ありがとう』や『ごめんなさい』が伝えられる（96％）」、「人が困ってい
るときは進んで助けている（95％）」と、人として最も基礎となる思いやりの心が集団に深く根付いています。また、「自分の住んでいる『醍醐のまち』が好きだ」という項目も 94％と高く、学校だけでなく、地域やご家庭の温かい見守り
の中で、子どもたちが確かな安心感と所属感を育んでいる証拠と言えます。一方で、次年度に向けた教育活動の「伸びしろ」も見えてきました。「困りごとや不安があるときに先生に相談できる」に対して、否定的な回答が 25％と他の項目
よりやや高くなっています。子どもたちの日々の小さな変化を見逃さない環境整備が必要です。また、「自分から進んで家庭学習をしている（肯定率 78%）」「自分から進んで読書をしている（同 79%）」といった「主体的な学習習慣」の定
着についても、学校全体でのさらなる支援の工夫が求められます。 

 

 

 

「自分や人を大切にする（98%）」や「挨拶や謝罪（96%）」な
ど、ご家庭での温かい心の教育が本校の大きな強みです。学校への肯
定的な評価も 93%と高く、良好な関係が築けています。一方、「家庭
での読書の推奨」や「保護者の地域活動への参加」には課題が見られ
るため、今後は学校と家庭がさらに連携し、子どもたちの学びをサポ
ートしていく必要があります。 教職員アンケートからは、子どもたちへの温かい関わりが明確に表

れています。「『ありがとう』や『ごめんなさい』を伝える」や「自分
や人を大切にする働きかけ」は肯定的な回答が 100%であり、心の教
育に強い自信を持っています。一方で、「読書習慣の定着」や「体を動
かす働きかけ」に対して「そう思う」と強く肯定した割合が低いため、
今後はこれらの活動に対する具体的な仕組みづくりを組織全体で進
めていきたいと考えます。 

 

アンケート【保護者】 

 

 

 

地域アンケートからは、学校の開かれた姿勢が高く評価されていることがわかります。「学校の様子が伝わ
る」、「相談しやすい雰囲気」を多くの方が肯定してくださっています。 
一方で、「進んであいさつをしている」に対しては否定的な回答も多く、交通ルールを守る意識の向上と合わ

せ、今後はより一層地域と連携した取組を進めていく必要があると考えます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

読書の魅力は・・・ 
〇いろいろな人と出会えます。     〇いろいろな体験ができます。 
〇いろいろな場所に行けます。     〇いろいろな時代に行けます。 
〇いろいろな気持ちがわかります。 

ｃ 

 

  

 

まずは、周りの大人

が、読書を楽しむ姿を見

せたり、自分が好きな本

を読み聞かせしたりす

るところから 

月に一回の「読み聞かせ DAY」 いろいろな学年の教室で、お気に入りの本を読み聞かせします。 

 

 

保護者の方 地域の方から 

○ 読書を通して、心を豊かにし、人として大切なことを

学んでほしいと考えています。 

○ ユーチューブや TVゲームなど、手軽で刺激的な娯楽

があふれる現代において、子どもたちに読書の魅力を伝え

ることは重要である一方、難しさも感じています。 

○ 読書の方法が多様化する中で、書店が減少している現

状には、時代の変化とともに寂しさも覚えます。 

 

6年生へのプレゼ

ントとして「読書

記録カード」を用

意しました。 

1 年生から今まで

に出会った本を振

り返りながら、読

書の軌跡をたどる

ことができます。 

 

 


